
平成 21 年度宮前区区民会議 (第 1 回) 
 

平成 21年 5月 29 日(金) 18 時 00 分～20時 30 分 

宮前区役所 4階 大会議室 

 

次    第 

１ 開 会 

２ 新委員自己紹介 

３ 副委員長の選出 

４ 議 事 

 
(1) 区民会議からの提案に対する取組について 
 
(2) 専門部会の審議状況について 
 
公園・地域づくり部会報告 
 
宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会報告 

 
(3) 今後のスケジュールについて 
 

５ その他 

 

≪配布資料≫ 

資料１ 宮前区区民会議からの提案に対する取組状況 

資料２ 宮前区区民会議 公園・地域づくり部会 検討経過 

資料３ 宮前区区民会議 宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会 検討経過 

資料４ 今後のスケジュール(案) 

資料５ 参与との意見交換会実施結果 

資料６ 新型インフルエンザの国内発生早期段階における本市の対応について  

 

≪参考資料≫ 

宮前区地域課題の解決を図る事業提案制度の手引き 

平成 21 年度宮前区役所事業概要 

区役所と支所・出張所等の窓口サービス機能再編実施方針 

(仮称)道路公園事務所及び(仮称)都市基盤整備事務所の機能整備実施方針 
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第２期宮前区区民会議委員 

 
部会 

№ 企
画 

公
園 

宝 

氏 名 選出区分 分  野 団体名等 

1 ◎   ★永野
なが の

 勝
まさる

 団体推薦 ①防災・地域交通 宮前区安全・安心まちづくり推進協議会 

2  ○  田邊
たな べ

 保
やす

昭
あき

 団体推薦 宮前区社会福祉協議会 

3  ○  吉田
よし だ

 亨
こう

太郎
たろ う

 団体推薦
②福祉・健康 

宮前区老人クラブ連合会 

4  ○  久保
く ぼ

 浩子
ひろ こ

 団体推薦 宮前区こども支援関係者連絡会 

5    持田
もち だ

 正美
まさ み

 団体推薦

③子育て・教育 

宮前区地域教育会議 

6   ○ 河井
かわ い

 明子
あき こ

 団体推薦 ④自然・生活環境 
グリーンフォーラム 21 

世話人会 

7   ○ 川島
かわしま

 芳茂
よししげ

 団体推薦 ⑤産業・まちの活力 宮前商店街連合会 

8   ○ 鈴木
すず き

 和子
かず こ

 団体推薦 ⑥文化・観光 宮前区観光協会 

9  ○  吉岡
よしおか

 清
きよし

 団体推薦 宮前区全町内会・自治会連合会（向丘地区）

10  ○  福本
ふくもと

 尚
たかし

 団体推薦

⑦地域組織・ 

まちづくり 
宮前区全町内会・自治会連合会（宮前地区）

11 ○  ○ 松井
まつ い

 隆一
りゅういち

 団体推薦 ⑧地域特性 宮前区まちづくり協議会 

12 ○ ◎  佐藤
さと う

 利枝
とし え

 公 募   

13   ○ 恒川
つねかわ

 康夫
やす お

 公 募   

14 ○   宇賀神
う が じ ん

 泰
やす

志
し

 区長推薦  
第１期区民会議 明日のｺﾐｭﾆﾃｨ部会長 

（宮前区自主防災連絡協議会） 

15  ○  鈴木
すず き

 恵子
けい こ

 区長推薦  
第１期区民会議 高齢者福祉部会長 

（在宅介護支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ すずの会）

16 ○  ◎ 髙
たか

木
ぎ

 一弘
かずひろ

 区長推薦  飛森谷戸の自然を守る会 

17   ○ 千葉
ち ば

 将
まさ

行
ゆき

 区長推薦  ㈱フューチャーリンクネットワーク 

18 ○   ☆前田
まえ だ

 正子
まさ こ

 区長推薦  (財)横浜市国際交流協会 

19  ○  目代
もくだい

 由美子
ゆ み こ

 区長推薦  
第１期区民会議 子ども部会長 

（宮前区民生委員・児童委員協議会） 

20   ○ 渡辺
わたなべ

 良雄
よし お

 区長推薦  
第１期区民会議 地域防災部会長 

（宮前区全町内会・自治会連合会（向丘地区））

★    委員長 ☆       副委員長 

◎    部会長 ○       部会メンバー 

【参与】

市議会議員 

浅野 文直 織田 勝久 
飯田 満 佐々木 由美子 
石川 建二 平子 瀧夫 
石田 康博 矢沢 博孝 
太田 公子 山田 晴彦 

県議会議員 

福田 紀彦 持田 文男 
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第 1期宮前区区民会議からの提案に対する取組状況 
 

※ 前回区民会議（2/12）から新たに進捗等のあったものについてのみ記載してあります。 

■高齢者福祉（18 年度提案） ■子育て支援（18 年度提案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域コミュニティ（19 年度提案） ■地域防災（19 年度提案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案①「（仮称）宮前区版「みんなでやろう防災対策」の作成」 

★防災ニュース 
2 月 25 日、防災ニュース第 3号発行。町内会・自治会を通じ各世帯に回覧。 

5 月下旬に第 4号発行。 

★防災フェア 

平成 22 年 1 月に開催予定でまちづくり協議会と調整中。 

提案②「防災出前講座の拡充」 

★「赤ちゃん広場」や会議に職員が出向き、出前講座の広報を実施予定。 

提案③「（仮称）宮前区防災推進員の育成」 

★防災推進員通信 

4 月に自主防災組織を通じ防災推進員に回覧。 

提案①「小学校区単位で地域の特徴を活かしたコミュニティ促進」 

★商店街と連携した地域コミュニティ促進事業 

3 月 18 日に蔵敷商店会と協働で「オオカミの護符」上映会開催。85 人参加（昼の部 50 人、夜の部 35 

人）。 

★地域のイベントカレンダー「歳時記みやまえ」 

 4 月～ 区内各地のお祭り・イベントの月間カレンダーを作成し、毎月町内会・自治会を通じ回覧。 

提案②「『地域のたまり場』の創出」 

★地域交流スペースの開設 

商店街における地域のたまり場（地域交流スペース）を地域やＮＰＯと協働で 6月以降毎週火曜に鷺

沼地区で実施予定。 

提案③「『地域のつなぎ手』の育成」 

★地域コーディネートを学ぶ講座 
1月～3月、シニア世代と地域を結びつけるための方法などを学ぶ 3回の連続講座を開催。12 人参加（男
性 7人、女性 5人）。 

提案①「ご近所サークルの形成」 

★わたしの町のすこやか活動 

これまでの 8団体に加え、「神木本町地域推進委員会」と「鷺沼すこやか会」の 2団体が新規申請中。 

7 区の中でも最多団体数となる。 

提案②「地域ぐるみの散歩活動などの実施」 

★公園体操 

現在、区内 29会場で実施。土橋第 7公園で従前の「おはよう気功体操」（火曜 8時半～9時）に加え、「太 

極拳＋気功体操」（木曜 10 時～11 時）が加わった。 

★公園体操交流会 

2 月 26 日に開催。公園体操グループのリーダー、運動普及推進員など 90人参加。活動事例の発表・意見交

換、宮前区オリジナル体操など実施。 

★公園体操マップ 

3 月 23 日に作成検討委員会を開催。マップ作成目的の共有、内容についての意見交換実施。今年度中に印

刷・配布の予定。 

提案④「高齢者の学校給食体験の実施」 

★暮らしの元気度チェック 
6 月から 65 歳以上の人を対象に郵送予定。今年度は特定高齢者候補者のうち、連絡を希望する人のみでな 
く全員の状況を電話で確認し、介護予防プログラムにつなげていく。 
提案⑤「地域で高齢者を見守る会議の設置・充実」 

★地域包括ケア連絡会議 

各地域包括支援センター（みかど荘・鷲ヶ峯・フレンド神木・富士見プラザ・レストア川崎）で開催。 

提案⑧「成年後見制度の普及・啓発」 

★宮前区地域ケア連絡会議に「権利擁護部会」を設置し、普及啓発活動を強化。 

提案①「健診時における情報の収集・発信」 

★うぇるかむクラス 
転入の親子を対象に 6月 11 日（宮前市民館）、18日（向丘出張所）に開催予定 

提案④「赤ちゃん広場の拡充」 

★子育てサロンみなみのがわ 

4 月から、毎月第２金曜に旧南野川小学校付属幼稚園の建物を利用し開催 
提案⑤「子育て支援センターの拡充」 

★7月に宮崎こども文化センター内に児童館型の地域子育て支援センターを開所予定 
提案⑧「子育て関連支援組織による協議会(ネットワーク)の立上げと運営」 

★宮前区こども支援関係者連絡会 
3 月 31 日に「宮前区子ども・子育てネットワーク会議」に名称変更。 

2 月 18 日に実務者会議、2月 20 日に代表者会議開催。21 年度に向け課題等の検討を行う。 

4 月 22 日に実務者会議開催。 

平成 21 年度は代表者会議を年 2回（9月・2月）、実務者会議を年 6回（偶数月）開催予定。 

提案⑨「地域などへの出前講座の実施」 

★親と子の子育て応援セミナー 

平成 20 年度セミナーの番外編として、3月 11 日「うたいっぱいコンサート」開催。 

平成 21 年度はセミナーを 2期制とし、前期セミナー受講者を 4月に募集。定員 35組に対し 52 組の応募。 

★以下のとおり出前講座を実施 

日程 会場 内容 参加者 

1 月 26 日 子育て支援センターすがお 乳幼児と保護者 26 人

3 月 4 日 すくすくけやき平 
風邪の予防について 

乳幼児と保護者 32 人
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今後のスケジュールと進め方について（案）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

企
画

公
園
・
地
域

宝
さ
が
し

※

※

全体会は、5月、8月、11月、2月に開催し、年内には課題解決策を取りまとめて、宮前区
長へ報告する予定です。2月の全体会では第2期の活動の総括を行います。

公園･地域づくり部会と宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会は、10月までの全体会
のない月に開催します。

月

全
体
会

専
門
部
会

そ
の
他

第３期公募委員の募集

第
1
回
区
民
会
議

第
2
回
区
民
会
議

第
3
回
区
民
会
議

第
4
回
区
民
会
議

フ
ォ
ー

ラ
ム

最終的な報告内容を
オーソライズ

第２期の総括

総括
報告

議論
の
まとめ

報告
内容
の
確認

区
長
へ
解
決
策
報
告
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第 2期宮前区区民会議  「委員・参与との意見交換会」概要 

 

□日 時 平成 21年 4月 20 日（月） 18 時 30 分～20 時 10 分 

□会 場 宮前区保健所１階集団教育ホール 

□参加者 ・委員 １４名 

 ・参与 ５名（太田議員、織田議員、佐々木議員、平子議員、矢澤議員） 

 

（１）公園・地域づくり部会に関する参与からの主な意見 

・公園を地域コミュニティのハードの要素の一つとして使うのは重要なことだ。 

・コミュニティへの参加は、無理強いしない方がよい。魅力的な公園になれば、これまで利用してい

ない人も使ってみたいと思い、自然発生的に広がりを持つ。 

・プレイパーク要綱を検討する中で、キャッチボールをする時間、高齢者が憩う時間、幼児が遊ぶ時

間など、時間のルールづくりができるとよい。 

・みんなが利用できる要素があるのが公園の良いところだ。大多数が自由に使える雰囲気づくりが必

要だ。 

・地域や年代によって公園に求めるニーズは違い、一つの基準に括ることには無理だ。町会、小学校

区、中学校区の中に点在する公園をどう利用するか、地区という単位の中で考えることが必要だ。 

・公園管理運営協議会の存在が知れわたっていないのと同時に、話し合いの場がないことを感じる。

自分たちの地域に合った、コミュニティの場としての公園を作らないといけない。 
 

（２）宮前区の宝さがし～ときめき再発見～部会に関する参与からの主な意見 

・宝の一覧表を区民に示すことで、私の地域にはこういうものがあるとさらに出てくる。それをまた

集約する手立てができれば盛り上がるだろう。 

・区内に住んでいても、他の地域に何があるかわからないし、地名すら知らないのが現状である。宝

さがしが地域をわかってもらう手立てになるとよい。 

・宮前区で育つ子どもたちが大きくなったときに、ふるさとは宮前区だと感じる資源として使っても

らえるとよい。教育の一つの財産として利用することができないか。ディスカバーウォークのよう

な形で地域の資源を活用できるとよい。 

・地域にこういうものがあると子どもたちに知ってもらうことが一番だ。 

・区内には歴史的な存在意義が高いものもあるので、すべてを並列に扱うのではなく、メリハリをつ

けた宝さがしをしてもらえるとよい。 

・映像文化は大変な宝だ。歴史的な宝、今ある宝、新たな宝とメリハリをつけ公表してもらうとよい。 

 

（３）今後の参与の関わり方に関する参与からの主な意見 

・非常に深く議論をしているので、参与はもちろん、区民会議フォーラムなど区民グループの意見を

聞く場があるとよい。 

・区の中のいろいろな会議とコラボしてはどうか。いろいろな人が集まっている会議と交流すること

で、区民会議の存在をより広く知ってもらえる。広報に加え、違うところで違うツールを使って情

報を発信すると会議の認知度アップとなる。 
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国内早期発生段階における本市の対応について 

 

１ 国内における感染者の発生に伴い、「川崎市新型インフルエンザ対策行動計画」の

第２段階（国内早期発生段階）に移行し、次の措置を実施する。 

 

(1) 市民及び職員等へ引続き、次の事項を注意喚起する。 
ア 正しい情報に基づき適切な判断、行動をする。 

  イ インフルエンザ様症状があれば発熱相談センターに相談する 

  ウ 外出に当たっては、人混みをなるべく避けるとともに、手洗い、混み合った

場所でのマスク着用、咳エチケットの徹底、うがい等を呼びかける。 

(2) 生徒・園児等の健康状態を把握する。 
(3) 発熱外来の整備を進める。 
(4) 衛生資機材の緊急調達を行う。 
(5) 連絡網の確認、専用電話の増設など連絡体制を整備する。 
(6) 神戸、大阪等感染地域からの来川者(市民含む)についても「まん延国」に準じ
て「発熱相談センター」で対応する。 

 

２ 本市及び周辺地域で感染者が発生した場合、状況に応じて機動的・効果的に対応

することを基本に、県等と連携しつつ本市では更に次の措置を実施する。 

  なお、今回の新型インフルエンザの感染力は強いが、早期に適切な治療を受ける

ことにより、多くの方が順調に回復している。他方で、慢性疾患患者などにおいて 

は重篤化する傾向があり、国内におけるまん延を視野に入れて重篤化を防ぐことに

努力を集中する。 

(1) 学校・保育施設等の対応 
ア 患者が学校・保育施設等に通う生徒・児童等の場合 

原則として、市の一部又は全域で学校・保育施設等は臨時休業を要請する。 

  イ 患者が生徒・児童等でない場合 

    ２次感染患者が発生し、さらに感染拡大の恐れがある場合には、同様に臨時 

休業を要請する。 

  ウ 臨時休業の終了時期については、疫学的情報を踏まえ、１週間ごとに検討す 

る。 

  エ 大学等に対しては、休業を含め、できる限り感染が拡大しないための運営方 

法を工夫するよう要請する。 

  オ 事業所従業員の子供等が通う保育施設等が臨時休業になった場合、当該従業 

員の勤務について、事業者に対し配慮を行うよう要請する。 

(2) 市主催・共催のイベント等 
一律の自粛要請は行わない。主催者に対し、開催の必要性の検討、感染機会減

らすための工夫を検討する要請する。 

5月 18日 川崎市新型インフルエンザ対策本部会議資料
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